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微細藻類バイオ燃料生産のためのエネルギー分析では、水熱液化処理（HTL : Hydrothermal Liquefaction）の実
験結果をもとに、パイロットプラントで用いられている各技術の理論モデルを用いて、パイロットプラント全
体のエネルギー収支比（EPR: Energy Profit Ratio）から考察を行った。さらに、パイロットプラントに適用され
る可能性のある技術の選択の意思決定のために、優位性選択（CBA: Choosing by Advantage）を利用した。 









ルードの量から EPR を求め考察を行った。その結果、微細藻類バイオクルード 1 Lを生産するためのエネル
ギー消費量は 193.27 MJであり、そのうち HTLでは 94.29 MJ（68.7％）、培養では 15.40MJ（11.2%）、ドラム
濾過では 14.17 MJ（10.3%）、遠心分離では 13.39 MJ（9.8％）のエネルギー消費量であった。また、藻類培養
工程で藻類重量比を 0.03%から 0.10%まで向上させると、EPRが 1.41から 1.63まで向上することを示した。 


















 平成 30年 7月 9日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
